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の
運勢
１月 牡羊座

3/21 ～ 4/19

【全体運】プレッシャーに弱く、ストレスを感じやすいかも。できる人と比較せず、自分は自分と開き直って。神社参拝吉
【健康運】冷えは万病のもと。万全な対策を忘れずに　　【幸運を呼ぶ食べ物】甘エビ

牡羊座
3/21 ～ 4/19

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
夢
と
希
望
に

満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
方
に

は
当
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
に
対
し
日
頃
か
ら

ご
理
解
、
ご
利
用
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
旧
年
に
増
し
て
ご
高
配
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
松
支
店
新
築

　

第
二
十
回
通
常
総
代
会
で
ご
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
高
松
支
店
の
移
転
に
つ
き
ま

し
て
、
昨
年
五
月
に
起
工
し
、
無
事
に
工

事
も
終
え
、
去
る
十
一
月
二
十
四
日
新
し

い
店
舗
で
営
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
、
地
域
の
皆
様

方
の
後
押
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
情
勢

　

十
一
月
二
十
五
日
政
府
は
、
環
太
平
洋

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
関
連
政
策
大
綱
を

決
定
し
ま
し
た
。
十
月
五
日
、
米
国
ア
ト

ラ
ン
タ
で
大
筋
合
意
が
さ
れ
て
か
ら
五
十

日
程
度
と
い
う
極
め
て
短
期
間
で
の
取
り

ま
と
め
と
な
り
、
農
業
者
の
不
安
を
払
拭

で
き
な
い
ま
ま
で
の
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
農
林
水
産
物
の
八
割
が
関
税
撤

廃
と
な
り
、
か
つ
て
な
い
高
水
準
で
市
場

開
放
が
進
む
こ
と
と
な
り
、
国
会
決
議
で

聖
域
確
保
を
求
め
た
重
要
五
品
目
に
つ
い

て
も
無
傷
で
は
な
く
、
米
は
一
キ
ロ
三
百

四
十
一
円
の
関
税
が
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

外
で
米
国
に
七
万
ト
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
八
千
四
百
ト
ン
を
上
限
と
す
る
輸
入

枠
の
新
設
が
、
ま
た
小
麦
や
大
麦
で
は
特

別
輸
入
枠
の
新
設
な
ど
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

牛
肉
に
つ
い
て
は
現
行
三
十
八
・
五
％

の
関
税
を
段
階
的
に
下
げ
、
十
六
年
目
以

降
は
九
％
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
豚
肉
に

つ
い
て
も
低
価
格
帯
の
肉
に
か
け
る
四
百

八
十
二
円
の
重
量
税
を
十
年
目
に
五
十
円

に
引
き
下
げ
る
な
ど
、
管
内
農
業
に
と
っ

て
す
べ
て
の
品
目
に
大
き
な
影
響
が
出
て

く
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
で
は
万
全
な
経
営
安
定
対
策
の
確
立
や
、

後
継
者
の
確
保
・
育
成
基
盤
整
備
の
必
要

性
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
再
生
産
を
可

能
と
す
る
政
策
の
確
立
を
積
極
的
に
訴
え

て
い
き
ま
す
。

新
し
い
農
協
法
施
行

　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日
新
し
い

農
業
協
同
組
合
法
が
制
定
さ
れ
平
成
二
十

八
年
四
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

大
き
く
変
わ
る
点
は
、

一
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
原
則

・
非
営
利
規
定
を
廃
止
。
Ｊ
Ａ
は
農

業
所
得
の
増
大
に
最
大
限
の
配
慮
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
Ｊ
Ａ
の
理
事
構
成

・
理
事
の
過
半
数
を
認
定
農
業
者
ま

た
は
農
畜
産
物
の
販
売
、
法
人
等
の

経
営
に
対
し
実
践
的
能
力
を
有
す
る

者
と
す
る
。

三
、
Ｊ
Ａ
の
監
査

・
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
全
国
農
業
協
同
組

合
中
央
会
監
査
の
義
務
付
け
を
廃
止

し
、
公
認
会
計
士
監
査
を
義
務
付
け

る
（
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
）。

四
、
中
央
会

・
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
は
一

般
社
団
法
人
に
移
行
（
平
成
三
十
一

年
九
月
末
ま
で
に
）
監
査
部
門
は
分

離
し
、
監
査
法
人
と
し
て
独
立
会
計

監
査
や
業
務
監
査
（
任
意
）
を
実
施
。

・
都
道
府
県
中
央
会
は
農
協
法
上
の

連
合
会
に
移
行
（
平
成
三
十
一
年
九

月
末
ま
で
に
）

　

等
の
改
正
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
自
ら
の
改

革
を
断
行
し
、
国
民
、
地
域
住
民
、
組
合

員
か
ら
期
待
さ
れ
る
組
織
に
生
ま
れ
変
わ

ろ
う
と
運
動
を
展
開
し
、
第
三
十
七
次
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
石
川
基
本
戦
略
を
策
定
し
、

年
頭
に
あ
た
っ
て

代
表
理
事
組
合
長　

井　

上　

信　

一
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の
運勢
１月 牡牛座

4/20 ～ 5/20

【全体運】柔軟性が高まり、みんなと上手に付き合える時期。周囲のサポートも期待できそう。海外に関する事柄に福あり
【健康運】気付かず、疲労をためがち。休息も大事　　【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ

牡牛座
4/20 ～ 5/20

邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
の
管
内
農
業

概
況

　

稲
作
に
お
き
ま
し
て
は
、
生
育
期
間
を

通
し
て
天
候
に
恵
ま
れ
、
順
調
に
刈
取
り

が
で
き
ま
し
た
。
作
況
指
数
「
一
〇
一
」、

一
等
米
比
率
全
品
種
平
均
し
て
約
九
十
四

％
と
、
昨
年
と
打
っ
て
変
わ
り
、
高
品
質

米
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
青
果
物
で
は
、
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
が
高

値
推
移
し
、
過
去
最
大
の
販
売
額
・
出
荷

量
と
な
り
、
紋
平
柿
に
つ
い
て
も
、
生
育

期
間
中
の
好
天
に
よ
り
出
荷
量
は
約
七
十

五
ト
ン
と
、
過
去
に
例
の
な
い
出
荷
量
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
ス
イ
カ
、
ブ
ド
ウ

な
ど
好
調
に
推
移
し
ま
し
た
。

地
域
農
業
振
興
計
画
に
基
づ
く

農
業
振
興
の
推
進

　

昨
年
度
は
六
次
化
産
業
推
進
と
し
て
か

ほ
っ
く
り
を
ベ
ー
ス
と
し
た
餡
や
カ
ボ
チ

ャ「
興
味
津
々
」
の
餡
を
中
に
入
れ
た
「
ほ

く
の
里
焼
」
の
開
発
や
、
ら
っ
き
ょ
う
キ

ム
チ
の
試
作
、
ま
こ
も
焼
酎
の
原
材
料
の

貯
蔵
技
術
試
験
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

い
け
な
ら
紫
の
甘
納
豆
や
マ
カ
ロ
ン
な
ど

も
検
討
し
ま
し
た
。

女
性
の
参
画
社
会
の
促
進

　

女
性
参
画
社
会
の
構
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
、
現
在
、
女
性
総
代
百

十
七
名
、
女
性
組
合
員
二
千
三
百
七
名
で

組
合
員
全
体
の
約
二
十
五
％
（
平
成
二
十

七
年
十
月
末
現
在
）
と
な
り
、
年
々
、
女

性
の
参
画
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
大
学
ス
マ
イ
ル
ス
ク
ー
ル

も
五
期
生
を
迎
え
る
ま
で
に
な
り
、
活
気

あ
ふ
れ
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
が
着
実
に
進
む
も

の
と
考
え
て
お
り
、
女
性
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

か
ほ
く
の
充
実

　
「
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
か
ほ
く
」

は
設
立
五
年
目
に
入
り
、
作
付
面
積
は
計

画
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
二
十
七
年
度
は
飼
料
用
米
の
品
種
を
多

収
性
の
品
種
に
変
更
し
た
こ
と
等
、
ほ
ぼ

計
画
通
り
の
収
量
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

今
後
も
、
農
地
の
遊
休
化
の
防
止
や
農

用
地
の
利
用
調
整
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、

地
域
農
業
、
農
地
を
守
る
一
助
と
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
に
は
と
も
あ
れ
、
組
合
員
・
地
域
の

皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
、
並
び
に

ご
家
族
の
一
層
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年

頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

旧
年
中
は
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
相
変
わ
ら
ず
倍
旧
の
ご
愛
顧
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の

　
　
　

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

代
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伸
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オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
十
六
日
、
関
係

者
約
六
十
人
が
出
席
す
る
中
、
修
祓
・

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
で
井
上
信
一
代
表
理
事
組
合

長
が
「
よ
り
一
層
地
域
に
根
ざ
し
た
店

舗
を
目
指
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
油
野

和
一
郎
か
ほ
く
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

旧
高
松
支
店
の
建
物
は
昭
和
四
十
年

十
二
月
に
建
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
老

朽
化
が
進
み
、
旧
耐
震
基
準
で
も
あ
り
、

ま
た
、
平
成
十
九
年
に
実
施
し
た
店
舗

再
編
に
よ
り
統
合
さ
れ
た
旧
中
沼
店
・

旧
大
海
店
の
組
合
員
・
利
用
者
の
方
々

に
は
、
ご
不
便
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十

五
年
に
新
店
舗
建
設
の
声
が
あ
が
り
、

平
成
二
十
六
年
に
開
催
さ
れ
た
通
常
総

代
会
で
承
認
を
受
け
、
高
松
の
中
心
部

に
位
置
す
る
場
所
に
用
地
を
取
得
し
、建

築
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

双子座
5/21 ～ 6/21

【全体運】ネガティブな発想をしやすい月。失敗にクヨクヨせず、意識してプラス思考を。自然の中で過ごすと気晴らしに
【健康運】胃腸系をいたわることで体調に好影響大　　【幸運を呼ぶ食べ物】セロリ

　

当
Ｊ
Ａ
の
高
松
支
店
が
十
一
月
二
十
四

日
、
新
築
・
移
転
オ
ー
プ
ン
し
、
組
合
員

や
利
用
者
、
関
係
者
約
三
十
人
が
開
店
を

祝
い
ま
し
た
。

　

関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
同
支

店
活
性
化
委
員
ら
が
来
店
者
に
、
新
築
記

念
品
を
配
布
し
ま
し
た
。

高
松
支
店
が
新
築
・
移
転
オ
ー
プ
ン

テープカットをする井上組合長ら

記念品を渡す同支店活性化委員
工事概要
建築場所／かほく市高松オ32-１
敷地面積／1,220.18㎡
床 面 積／１階：337.75㎡
 ２階：201.50㎡
 延べ：539.25㎡
構　　造／鉄骨造２階建
工　　期／着工：平成27年 5月15日
 完成：平成27年11月12日

●高松支店の特徴●
・窓口はすべてローカウンターにし、椅子を設置
・広く開放感のあるロビー
・段差をなくし、バリアフリーに配慮
・多目的トイレを設置
・自動扉のガラス部分には、
高松特産のブドウや紋平柿
のイラスト

　ゆっくりとくつろげる店内
になっています。山下 充晃

高松支店長

職員一同、
皆さまのご利用を
お待ちしております。

く

く
ニ
ュ
ー
ス
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の
運勢
１月

　

当
Ｊ
Ａ
は
十
一
月
八
日
か
ら
と
十
日

か
ら
の
二
班
に
分
け
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く

定
期
積
金
旅
行
を
実
施
し
、
二
年
前
か

ら
ア
ロ
ハ
定
期
積
金
に
加
入
し
て
い
た

六
十
三
人
が
、
世
界
遺
産
の
島
「
ハ
ワ

イ
島
」
と
ホ
ノ
ル
ル
の
旅
を
満
喫
し
ま

し
た
。

　

初
日
は
ホ
ノ
ル
ル
（
オ
ア
フ
島
）
を

観
光
。
有
名
な
カ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
像
の

前
で
は
、
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

翌
日
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
リ
ー
フ
作
り
を

し
、
早
速
髪
に
飾
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
持
ち
帰
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
ハ
ワ
イ
最
大
の
サ
ン
セ

ッ
ト
・
デ
ィ
ナ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
船
「
ス

タ
ー
・
オ
ブ
・
ホ
ノ
ル
ル
号
」
に
乗
船
。

ワ
イ
キ
キ
の
夕
日
と
夜
景
を
眺
め
、
ハ

ワ
イ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
を
聴

き
な
が
ら
デ
ィ
ナ
ー
と
、
一
日
中
楽
し

い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
ビ
ッ
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の

愛
称
を
持
つ
ハ
ワ
イ
諸
島
最
大
の
島

「
ハ
ワ
イ
島
」
を
観
光
。
地
球
上
で
最
も

活
発
な
火
山
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
に
行
っ
た
ほ

か
、
溶
岩
が
冷
め
て
砕
け
た
砂
浜
「
黒

砂
海
岸
」
で
は
、
名
前
の
通
り
一
面
真

っ
黒
な
砂
浜
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
観
光
最
終
日
は
、ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
を

訪
れ
た
ほ
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
夕
食
は
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

で
と
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ

た
ほ
か
、
旅
行
中
誕
生
日
だ
っ
た
方
に

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
等
、

参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ

が
こ
の
旅

で
よ
い
思

い
出
を
作

っ
て
い
ま

し
た
。

蟹　座
6/22 ～ 7/22

【全体運】あれこれ不安が生じやすい傾向。迷ったときは一人で悩まず、信頼できる人に相談を。開運にはイメチェンが◎
【健康運】適度に体を動かせば調子が上向くはず　　【幸運を呼ぶ食べ物】小松菜

世
界
遺
産
の
島
「
ハ
ワ
イ
島
」
を
満
喫

　

笠
野
小
学
校
五
・
六
年
生
六
人
は
十

一
月
九
日
と
十
二
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
農
業

施
設
を
見
学
し
、
Ｊ
Ａ
と
米
作
り
の
関

係
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
世
の
中
に
あ
る
仕
事
に
つ

い
て
知
る
授
業
の
一
環
と
し
て
、
身
近

な
農
業
に
目
を
つ
け
、
Ｊ
Ａ
の
仕
事
に

つ
い
て
学
ぼ
う
と
取
材
・
見
学
。
は
じ

め
に
訪
れ
た
の
は
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ

く
。
店
内
に
あ
る
農
産
物
を
見
て
ま
わ

り
、
精
米
コ
ー
ナ
ー
で
自
分
た
ち
の
校

区
に
あ
る
市
谷
地
区
の
米
を
見
つ
け
た

児
童
は
、「
一
番
売
れ
る
米
は
ど
れ
で

す
か
」
な
ど
と
宮
崎
店
長
に
質
問
し
ま

し
た
。
ま
た
、
玄
米
か
ら
精
米
機
を
使

用
し
て
精
米
し
販
売
す
る
ま
で
の
流
れ

を
興
味
深
く
見
て
い
ま
し
た
。

　

農
機
セ
ン
タ
ー
で
は
整
備
・
修
理
工

場
内
を
見
学
。
児
童
は
木
村
セ
ン
タ
ー

長
に
「
営
農
組
合
が
使
用
し
て
い
る
農

機
具
の
耐
用
年
数
や
価
格
、
機
能
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
質
問
。

聞
き
逃
さ
な
い
よ
う
に
一
生
懸
命
メ
モ

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

十
二
日
に
は
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
訪
れ
、
想
像
以
上
の
建
物
の
大

き
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
児

童
は
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
意

味
や
施
設
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
パ
ネ

ル
を
確
認
し
な
が
ら
作
業
順
序
の
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
施
設
内
を
ま
わ
り
、

自
分
た
ち
の
家
族
が
作
っ
た
お
米
が
こ

の
施
設
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
こ
の
他
、
米
の
生
産
量
や
市
谷

営
農
組
合
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
学

び
、
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
大
喜
び

で
し
た
。

　

児
童
は
勉
強
し
た
こ
と
を
ま
と
め
、

十
二
月
四
日
に
同
校
で
行
わ
れ
た
学
習

発
表
会
で
発
表
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
米
づ
く
り
に

関
わ
る
仕
事
を
調
べ
よ
う

カメハメハ大王像前で撮影

乗船前に記念写真

精米機に興味を示す児童

工場内を見学し質問する

カントリー内の
説明を受ける児童
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高
松
紋
平
柿
生
産
組
合
は
十
一
月
十

六
日
、
か
ほ
く
市
内
六
校
の
小
学
三
年

生
三
百
二
十
人
を
対
象
に
、
同
市
瀬
戸

町
の
圃
場
で
、
か
ほ
く
市
特
産
「
高
松

紋
平
」
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
岩
野
伸
一
組
合
長
か
ら
、

紋
平
柿
の
こ
と
や
作
業
の
流
れ
、
ア
ル

コ
ー
ル
脱
渋
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

児
童
は
真
剣
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

体
験
で
児
童
は
、
木
に
た
く
さ
ん
実

っ
た
柿
を
吟
味
し
、
ハ
サ
ミ
で
一
人
二

〜
三
個
収
穫
し
ま
し
た
。
中
に
は
ハ
シ

ゴ
を
使
い
、
高
い
枝
か
ら
柿
を
穫
る
児

童
も
い
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
柿
は
、
圃
場
で
渋
抜
き
ま

で
を
体
験
。
生
産
者
指
導
の
も
と
、
児

童
は
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
に
紋
平
柿

を
一
つ
ひ
と
つ
き
れ
い
に
並
べ
、
そ
の

上
に
新
聞
紙
を
置
き
、
さ
ら
に
脱
渋
用

の
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ま
せ
た
脱
脂
綿
を

置
い
て
ガ
ム
テ
ー
プ
で
密
封
。
果
実
の

渋
が
抜
け
る
ま
で
の
約
一
週
間
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
に
持
ち
帰
り
開
封
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
を
終
え
た
児
童
は
「
紋
平
柿
が

渋
柿
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
し
、
渋
抜
き

が
こ
ん
な
に
簡
単
に
で
き
る
と
思
わ
な

か
っ
た
か
ら
び
っ
く
り
し
た
」
な
ど
と

話
し
、
地
元
農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

獅子座
7/23 ～ 8/22

【全体運】物事を深刻に受け止めやすくなる気配。持ち前の明るさを発揮して。ユーモアたっぷりの映画を見て気分転換を
【健康運】ちょっとしたけがに注意。行動は慎重に　　【幸運を呼ぶ食べ物】ミカン

え
っ
！
渋
柿
な
の
！
？

小
学
生
が
地
元
農
産
物
を
勉
強

　

石
川
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ド
ウ
品
種

「
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
」
の
秋
季
栽
培
講
習

会
が
十
月
二
十
九
日
、
県
砂
丘
地
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
生
産
者
や

関
係
者
約
八
十
人
が
樹
勢
を
整
え
る
剪

定
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

剪
定
は
、
翌
年
に
伸
び
る
枝
を
見
込

み
な
が
ら
行
う
た
め
、
次
年
度
の
生
育

を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
な
作
業
で
あ

り
、
経
験
と
セ
ン
ス
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
が
講
師
を
務

め
、
参
加
者
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

実
際
に
木
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
次
年
の

栽
培
に
向
け
意
志
の
統
一
を
図
り
ま
し

た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
十
一
月
二
日
、
県
立
内
灘

高
校
の
正
面
玄
関
で
、
登
校
す
る
生
徒

に
県
産｢

コ
シ
ヒ
カ
リ｣

で
に
ぎ
っ
た

お
に
ぎ
り
百
二
十
個
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
職
員
は
「
毎
月
二
日
は
お
に

ぎ
り
の
日
で
す
。
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て

く
だ
さ
い
」
と
鮭
入
り
の
お
に
ぎ
り
と

Ｐ
Ｒ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手
渡
す
と
、
生
徒

は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
に

ぎ
り
の
日
を
覚
え
て
お
き
ま
す
」
と
笑

顔
で
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
石
川
で
は
毎
月
二
日

を
お
に
ぎ
り
の
日
と
設
定
し
、
県
産
米

の
消
費
拡
大
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
の

栽
培
ス
タ
ー
ト

高
校
生
に
お
に
ぎ
り

の
日
を
Ｐ
Ｒ

収穫した柿を箱に入れる作業

はしごを使い柿を穫る児童

おにぎりの日をＰＲする当ＪＡ職員
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乙女座
8/23 ～ 9/22

【全体運】ウキウキとした楽しい気持ちになれる期間です。新年会などを主催して、大いに楽しむとグッド。旅行も大賛成
【健康運】話題の健康法に挑戦するとうれしい変化が　　【幸運を呼ぶ食べ物】小豆

　

か
ほ
く
四
季
ま
つ
り 
か
に
カ
ニ
合

戦
が
十
一
月
十
四
日
、
か
ほ
く
市
七
塚

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
開
催
さ

れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
宇

ノ
気
支
店
職
員
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
油
野
和

一
郎
か
ほ
く
市
長
ら
実
行
委
員
が
力
強

く
杵
を
振
る
い
、
つ
き
た
て
の
餅
を
同

支
店
職
員
が
丸
め
、
き
な
粉
を
つ
け
ま

し
た
。
六

臼
分
準
備

し
た
餅
は

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
産
物
即
売
会
に
は
「
か
ほ

っ
く
り
」「
砂
丘
長
い
も
」「
紋
平
柿
」

な
ど
が
テ
ン
ト
に
並
び
、
長
い
も
「
ネ

バ
リ
ス
タ
ー
」
の
試
食
や
紋
平
柿
の
詰

め
放
題
が
あ
っ
た
ほ
か
、
熱
々
ほ
く
ほ

く
の
か
ほ
っ
く
り
の
焼
き
芋
を
求
め
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

津
幡
支
店
は
十
一
月
十
五
日
、
当
Ｊ

Ａ
本
店
で
陶
芸
教
室
を
開
催
し
、
参
加

し
た
三
十
名
が
作
品
づ
く
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
同
支
店
管
内
で
陶
芸
を
十
年

以
上
さ
れ
て
い
る
西
尾
嘉
二
夫
さ
ん
、

加
茂
一
司
さ
ん
、
松
本
義
之
さ
ん
の
三

人
を
講
師
に
迎
え
、
一
人
一
キ
ロ
分
の

粘
土
を
使
っ
て
、
マ
グ
カ
ッ
プ
や
湯
飲

み
、
器
な
ど
思
い
思
い
の
作
品
を
作
り

ま
し
た
。
陶
芸

初
体
験
の
参
加

者
は
慣
れ
な
い

作
業
で
最
初
は
思
っ
た
形
に
で
き
ず
、

苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
講
師
の
指
導

の
も
と
、
納
得
の
い
く
作
品
に
仕
上
げ

ま
し
た
。
作
品
は
、
講
師
ら
の
手
に
よ

り
約
十
日
間
自
然
乾
燥
さ
せ
、
素
焼
き
、

色
付
け
、
本
焼
き
の
工
程
の
後
、
十
二

月
初
旬
に
完
成
し
、
二
週
間
程
同
支
店

に
展
示
す
る
予
定
。

宇
ノ
気
支
店
が
も
ち
つ
き
に
協
力

か
ほ
く
四
季
ま
つ
り

個
性
豊
か
な
作
品
が
ず
ら
り

陶
芸
教
室 

開
催

作業に没頭する参加者たち 力強く杵を振るう油野市長

　

当
Ｊ
Ａ
の
津
幡
東
支
店
は
十
一
月
六

日
、
支
店
活
性
化
委
員
や
管
内
理
事
が

中
心
と
な
り
、
支
店
周
辺
の
美
化
運
動

と
ふ
る
ま
い
鍋
を
行
い
ま
し
た
。

　

美
化
運
動
で
は
、
予
め
四
班
を
編
成

し
、
支
店
近
く
の
交
差
点
を
ス
タ
ー
ト

地
点
に
各
班
が
決
め
ら
れ
た
方
向
へ
と

進
み
ま
し
た
。
委
員
ら
は
普
段
話
す
こ

と
の
少
な
い
職
員
と
親
交
を
深
め
つ
つ
、

協
力
し
て
道
端
に
落
ち
て
い
る
タ
バ
コ

の
吸
い
殻
や
あ
め
の
包
装
な
ど
多
く
の

ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
ま
い
鍋
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
い
も
鍋
を
約
二
百
食
用
意
。
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
か
ほ
く
産
直
会
員
が
栽
培
す
る

野
菜
や
同
委
員
ら
が
育
て
た
サ
ト
イ
モ

な
ど
を
使
い
、
し
ょ
う
ゆ
を
ベ
ー
ス
に

大
き
め
に
切
っ
た
野
菜
が
存
在
感
を
出

し
て
い
ま
し
た
。
委
員
ら
が
芋
や
野
菜

が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
椀
を
来
店
者
に
手

渡
す
と
、
早
速
熱
々
の
い
も
鍋
を
堪
能

し
、
中
に
は
お
か
わ
り
を
す
る
人
も
い

ま
し
た
。

　

同
支
店
活
性
化
委
員
の
山
本
彦
隆
委

員
長
は
「
多
く
の
来
店
者
が
い
ろ
い
ろ

な
人
と
語
り
合
い
、
と
も
に
収
穫
を
感

謝
で
き
、
よ
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
」

と
話
し
、
ま
た
、
中
條
屋
支
店
長
は
「
新

幹
線
か
が
や
き
の
名
の
よ
う
に
、
地
域

を
輝
か
せ
た
い
と
思
い
提
案
し
た
。
今

後
も
地
域
が
少
し
で
も
輝
く
よ
う
い
ろ

い
ろ
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」

と
互
い
に
大
盛

況
を
喜
び
ま
し

た
。

新
幹
線
の
名
の
よ
う
に
地
域
輝
け

落ちているゴミを拾う支店活
性化委員ら

語り合いながらいも鍋を食べる来店者 具だくさんのいも鍋

１
支
店
１
協
同
活
動

か
ほ

１
支
店
１
協
同
活
動

陶

１
支
店
１
協
同
活
動
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の
運勢
１月 【全体運】ささいなことでカリカリしがち。いつも笑顔を心掛け、ソフトなイメージづくりを。玄関掃除も運気回復に効果的

【健康運】食べることでストレス解消は×。運動を　　【幸運を呼ぶ食べ物】コハダ
天秤座
9/23～10/23

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
十
一
月
十
六
日
、
加
賀

市
文
化
会
館
で
平
成
二
十
七
年
度
Ｊ
Ａ

石
川
か
ほ
く
共
済
友
の
会
を
開
催
し
、

九
十
一
人
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
歌
手
の
細
川
た
か
し
さ
ん

と
長
山
洋
子
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
開

催
さ
れ
、
代
表
曲
か
ら
最
新
曲
ま
で
二

人
で
全
二
十
曲
を
披
露
。

　

細
川
た
か
し
さ
ん
の
力
強
い
歌
声

と
、
長
山
洋
子
さ
ん
自
ら
が
三
味
線
を

演
奏
し
て
の
歌
に
、
参
加
者
は
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
合
間
の
ト
ー
ク
は

一
転
し
て
会
場
を
笑
い
に
包
み
込
み
、

参
加
者
は
約
二
時
間
の
シ
ョ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
歌
手

三
輪
一
雄
さ
ん
は
十
一
月
七
日
、
津
幡

町
文
化
会
館
「
シ
グ
ナ
ス
」
で
茨
城

豪
雨
と
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援

を
目
的
と
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

を
開
き
、
大
場
久
美
子
さ
ん
と
と
も
に

復
興
を
願
い
会
場
に
歌
声
を
響
か
せ
ま

し
た
。
芸
能
生
活
四
十
二
年
で
初
め
て

デ
ュ
エ
ッ
ト
す
る
大
場
さ
ん
が
振
り
付

け
を
担
当
し
、
三
輪
さ
ん
が
作
詞
し
た

「
能
登
里
山
空
港
〜
お
い
で
お
い
で
〜
」

を
ス
テ
ー

ジ
で
披
露

す
る
と
、

会
場
か
ら

大
き
な
拍

手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二

人
は
義
援

金
箱
を
首
か
ら
提
げ
客
席
を
回
り
、
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

二
人
の
歌
声
が
観
客
を
魅
了

Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
共
済
友
の
会

復
興
願
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
を
開
催

会場を盛り上げる細川たかし
さんと長山洋子さん

募金箱を持ち客席を回る三輪さん デュエット曲を
披露するお二人

　３期生27人は11月18日、津幡町文化会館「シグナス」
でこんにゃく作りに挑戦しました。
　今回は５月の講座でプランターに植え、各自が自宅で
管理し育てたこんにゃく芋を使用。石川県県央農林総合
事務所津幡農林事務所の大徳真理子氏の説明を聞いた
後、受講生はお互いに作業手順を確認し合い、こんにゃ
く作りを進めました。途中で、講師が作ってきたこんに
ゃくを試食し、市販のものとは違う自然の味わいに舌鼓
を打っていました。できあがったこんにゃくに満足な表

情を見せていた受講
生。保存の仕方や材
料について質問する
など、こんにゃく作
りへの関心が高まっ
たようでした。

　４期生24人は11月19日、当JA本店で開かれた第９回
講座カラダと向き合う「ヨーガ講座」でヨーガを体験し、
リラックスしながら心身の活性化をはかりました。
　ヨーガインストラクターの生野智子氏から「無理をせ
ずに自然体で深い呼吸を意識するように」と説明があっ
た後、ゆったりとした音楽に合わせ、さまざまなポーズ
を実践しました。約１時間、日常生活の中であまり使う
ことのない筋肉に刺激を与え、体を動かした受講生ら
は、スッキリとした表情を見せていました。
　またヨーガ講座に先立ち、NPO法人クラブパレット

の職員からかほく市推
奨の運動不足解消プロ
グラム「ちょいトレ」
を教わり、有酸素運動
と無酸素運動を組み合
わせた簡単トレーニン
グで汗を流しました。

３期生
第19回講座

４期生
第９回講座こんにゃく作りに挑戦 ヨーガで心も体もスッキリ
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の
運勢
１月 蠍　座

10/24～11/22

【全体運】コミュニケーション運が良好。苦手意識を感じていた相手と簡単に分かり合えそう。話題のスポットにも注目を
【健康運】不調を感じたら、十分な睡眠を心掛けて　　【幸運を呼ぶ食べ物】豆腐

一
．
生
育
概
況

【
田
植
期
〜
分
げ
つ
期
】

　
田
植
時
期
は
前
年
並
み
で
、
田
植
え
後
は
、

好
天
が
続
き
、
活
着
・
分
げ
つ
の
発
生
は
概

ね
良
好
で
、
茎
数
は
平
年
よ
り
早
く
増
加
し

ま
し
た
。

　

六
月
、
七
月
の
気
温
は
高
く
、
茎
数
は
ゆ

め
み
づ
ほ
で
平
年
並
み
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
や

や
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
高
分
げ
つ
期
は
、
ゆ
め
み
づ
ほ
で
六
月

二
十
日
頃
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
は
六
月
二
十
三

日
頃
と
な
り
、
い
ず
れ
の
品
種
も
目
標
と
す

る
茎
数
は
、
概
ね
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
干
し
の
開
始
時
期
は
前
年
よ
り
三
日
早

く
な
り
ま
し
た
。

【
出
穂
期
】

　

ゆ
め
み
づ
ほ
の
出
穂
は
、
平
坦
部
で
は
七

月
十
五
日
頃
、
山
間
部
で
は
七
月
十
七
日
頃

と
な
り
、
平
年
よ
り
五
日
程
度
早
く
、
前
年

よ
り
一
日
程
度
早
く
な
り
ま
し
た
。

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
出
穂
は
、
平
坦
部
で
は
七

月
二
十
六
日
頃
、
山
間
部
で
は
七
月
三
十
日

頃
と
な
り
、
平
年
よ
り
四
日
程
度
早
く
、
前

年
よ
り
三
日
程
度
早
く
な
り
ま
し
た
。

【
登
熟
期
〜
成
熟
期
】

　

ゆ
め
み
づ
ほ
の
成
熟
期
は
、
八
月
二
十
〜

二
十
五
日
頃
と
な
り
、
平
年
に
比
べ
四
日
程

度
早
く
、
前
年
よ
り
一
日
程
度
早
く
な
り
ま

し
た
。
刈
取
り
作
業
は
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り

進
み
ま
し
た
。

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
成
熟
期
は
、
九
月
一
〜
六

日
頃
と
な
り
、
平
年
に
比
べ
五
日
程
度
早
く
、

前
年
よ
り
三
日
程
度
早
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
降
雨
の
影
響
に
よ
り
刈

取
り
作
業
が
遅
れ
ま
し
た
。

二
．
病
害
虫
等
の
概
要

　

ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
域
で
イ
ナ
ゴ
の
発
生
が

見
ら
れ
、
葉
の
食
害
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

カ
メ
ム
シ
は
、
ア
カ
ス
ジ
カ
ス
ミ
カ
メ
、

ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ
ド
リ
カ
ス
ミ
カ
メ
等
の
飛

翔
性
カ
メ
ム
シ
類
が
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

紋
枯
病
は
、
平
年
よ
り
発
生
が
多
く
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

三
．
作
柄
・
品
質

【
ゆ
め
み
づ
ほ
】

　

一
穂
籾
数
は
前
年
よ
り
や
や
少
な
い
も
の

の
、
概
ね
平
年
並
で
、
平
米
あ
た
り
の
籾
数

は
平
年
並
〜
や
や
多
く
、
登
熟
歩
合
も
平
年

並
〜
や
や
多
い
事
か
ら
、
収
量
は
平
年
並
〜

や
や
多
く
な
り
ま
し
た
。
品
質
で
は
、
カ
メ

ム
シ
の
本
田
侵
入
量
が
昨
年
よ
り
多
か
っ
た

こ
と
や
、
無
人
ヘ
リ
防
除
等
に
よ
る
基
幹
防

除
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
斑
点
米
の
発

生
が
昨
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し
た
。

【
コ
シ
ヒ
カ
リ
】

　

一
穂
籾
数
、
平
米
あ
た
り
の
籾
数
、
登
熟

歩
合
、
収
量
も
平
年
並
と
な
り
、
刈
取
り
作

業
の
遅
れ
に
よ
る
影
響
（
胴
割
粒
、
発
芽

粒
）
も
な
く
、
昨
年
多
発
し
た
白
未
熟
粒
も

非
常
に
少
な
く
、
品
質
は
良
好
で
し
た
。

四
．
気
象
変
動
に
負
け
な
い
稲
作
り

・
平
坦
部
は
五
十
株
／
坪
植
、
山
間
地
は
六

十
株
／
坪
植
と
し
、
適
正
な
栽
植
密
度
に
し

ま
す
。

・
浅
水
管
理
、
中
干
し
・
溝
切
り
の
適
期
実

施
に
よ
る
早
期
茎
数
の
確
保
、
適
正
籾
数
へ

の
誘
導
を
し
ま
す
。

・
刈
取
り
直
前
ま
で
の
間
断
通
水
に
よ
る
登

熟
向
上
を
目
指
し
、
根
の
健
全
化
を
は
か
り

ま
す
。

・
深
耕
、
土
壌
改
良
資
材
お
よ
び
ケ
イ
酸
質

資
材
施
用
に
よ
る
稲
体
の
健
全
化
を
図
り
ま

す
。五

．
十
月
末
検
査
実
績

平
成
二
十
七
年
産
米
の
概
況
報
告

品　種 等 級 検査数量 比　率

コシヒカリ 

１等 116,792袋 97.9%
２等 2,382袋 2.0%
３等 113袋 0.1%
集計 119,287袋 100.0%

ゆめみづほ 

１等 68,378袋 90.3%
２等 6,959袋 9.2%
３等 365袋 0.5%
集計 75,702袋 100.0%

ほほほの穂
１等 3,644袋 67.2%
２等 1,777袋 32.8%
集計 5,421袋 100.0%

総 計 204,485袋 100.0%
１等合計 191,392袋 93.6％

主要品種の等級比率 平成27年10月31日現在
※
端
数
を
四
捨
五
入
で
表
示
し
て
お
り
、
合
計
が

　

一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
総
計
・
一
等
合
計
に
は
、
能
登
ひ
か
り
、
五
百

　

万
石
、
白
山
も
ち
他
を
含
ん
で
い
ま
す
。



脇山 與美子さん

かほく市 かほくじぃ～んかほくじぃ～ん

　長いもを作り始めて30年
以上。最初は会社勤めをし
ながらでしたが、定年退職
を機に本格的に栽培を始め
ました。
　現在は約70アールの畑に
「とっくり」「トロフィー」「ネ
バリスター」の３品種を栽
培し、年間約5,000本を出
荷。どうすれば旨味や甘み
を最大限に引き出すことが
できるのかを常に考え、肥料の量を調整するなど日々長いもと
向き合っています。
　今年は天候に恵まれ、色、形ともに良い長いもに仕上がっ
ており、３品種ともおいしいですが、特に３年前から本格栽培
を開始した「ネバリスター」は旨味と粘りが強く、おすすめで
す。ぜひ食べてみてください。

かほく市

畑中　明さん

「津幡ジュニアソフトテニスクラブ」（津幡町）

＜応募お問合わせ＞
JA石川かほくリバノス編集局

288−3331

　リバノスでは、「げんきっず」に登場していただける元気なスポーツクラブを募集しています。当JA管
内（かほく市、内灘町、津幡町）のスポーツクラブなら、どんな競技でもかまいません。ご応募お待ちし
ています。まずはお気軽にお問合せ下さい。

かほく
の

げんきっ
ず

KAHO
KU’S

 GEN
KIDS

私 の 趣 味
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　６年前からエコク
ラフトを使ったバッ
グづくりを楽しんで
いるという脇山さん
は、当初から毎月２
回の教室に通い、い
つも新しい編み方を
学んでいます。
　これまでの作品は
数知れず。多い時は
年間約30品製作したこともあります。
　最近では余ったエコクラフトを再利用して、コースターなど
小物の製作にも取り組んでおり、リビングのあちらこちらで実
際に作品を使用しています。
　「コツを掴むまでが大変だけど、クラフトバッグは編み方や
大きさ、色合いによって一つ一つ違った表情をみせるのが魅力
です。今後はあじろ編みや花結びなど高度な編み方を覚えて作
品を作りたいです」と次なる製作に意欲をみせていました。

　
津
幡
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
は
現
在
十
九
名

で
学
年
の
垣
根
を
越
え
、
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
夏
季
は
津
幡
町
総
合
体
育
館
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
冬
季
は
津
幡
町
内
の
小
学
校
の
体
育
館
等

で
週
四
回
（
火
・
木
・
土
・
日
）
練
習
に
励
ん
で
お
り
、

今
は
五
月
に
開
催
さ
れ
る
公
式
大
会
に
向
け
技
術
を
磨
い

て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
通
し
て
、
技
術
の
向
上
だ

け
で
な
く
礼
儀
正
し
く
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
人
間

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。



料理レシピ
募集

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使
ったレシピを募集しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームペ
ージで紹介したいと思いますので、皆さんのご
自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の
方も、併せて募集しています。
　たくさんのレシピをお待ちしております。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　　（簡単にお書きください。）
４．一言コメント
５．写真

宛先
〒929-0326
河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局

※レシピが多い場合は、リバノス編
　集局で選定させていただきます。

※１～５の事項を必ず
　ご記入ください。

ご飯をおいしく
食事を楽しく

レンコンとカキのすり流し（餅入り）

サケのエスニック炒め

料理研究家　波多野充子　氏

1食当たり約275kcal

1食当たり約343kcal

すりおろしレンコンのトロリとしたお汁は、風邪の予防や
せき止めの効果もあり体がポカポカ温まります。栄養満点
のカキはバターでソテーし、お汁にこくと風味をプラスし
ます。そのままスープとして、またお餅を入れてお雑煮の
新バージョンとしてお楽しみください。

作り方

材　料
（２人分）

レンコン………… 160g
カキ………………… 6個
サヤインゲン……… 6本
ミニトマト………… 2個
餅…………………… 2枚
ユズの皮…………… 少々
だし汁… 2・1/2カップ

酒……………… 大さじ1
白みそ………… 大さじ1
しょうゆ…… 小さじ1/4
塩…………………… 適量
こしょう…………… 適量
バター…………………8g

手軽な食材をココナツ油とオイスターソースでエス
ニック風に仕上げます。サケの身は崩さないように、
一度焼いてから最後に戻します。かたくり粉を溶い
た調味料を入れたら、焦がさないように手早く炒め
合わせましょう。

❶　カキはよく洗い水気を切る。
❷　ミニトマトは小さく切る。インゲンはサッとゆで2つに切る。だし

汁❹を使うと簡単。餅は焼く。
❸　レンコンは皮をむき、2～3㎜厚さの輪切り4枚に切り、他はすり

おろす（すぐに調理すればあく抜きは不要）。
❹　鍋に酒、しょうゆを加えただし汁に、すりおろしたレンコンを加え

トロッとしたら白みそを加える。
❺　フライパンにバターを入れ、輪切りのレンコンとカキを塩、こしょ

うでソテーする。
❻　❹の鍋に焼いた餅、❺のレンコンとカキを焼き汁ごと加え、塩味

を調整する。
❼　器に盛り付け、ゆでたインゲン、トマト、ユズの皮を添え、お好み

でこしょうを振る。

作り方
❶　サケは皮を除き３～４等分にする。塩、こしょう、酒少々を振る（いず
れも分量外）。

❷　タマネギ、ピーマンは大きめに切り、シメジはばらしておく。ニンニク
は太千切り、ショウガは千切りにする。

❸　フライパンにココナツ油とニンニクを入れ、油が温まったらサケを並
べ、身を崩さないように両面を焼きいったん取り出す。

❹　❸のフライパンでタマネギが透明になるまで炒め、シメジ、ショウガ、
ピーマン、ギンナンの順に炒める（油が足りなければ加える）。

❺　調味料を混ぜ合わせ❹に入れ、全体に絡めながらサケを戻し入れる。

材　料
（２人分）

生サケ…………… 2切れ
タマネギ………… 1/2個
ピーマン…………… 2個
シメジ……… 1/2パック
ギンナンの水煮……20粒
ニンニク…………… 1片
ショウガ…………… 1片
ココナツ油（なければごま油）
　 …………… 大さじ1

調味料
　酒…………… 大さじ2
　みりん……… 大さじ2
　しょうゆ…… 大さじ1
　酢…………… 大さじ1
　オイスターソース
　 …………… 大さじ1
　かたくり粉
　 ………… 小さじ1/2
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の
運勢
１月

タ
ネ
バ
エ
の
食
害

Ｑ 

被
害
内
容　

Ａ 

タ
ネ
バ
エ
は
ダ
イ
ズ
や
イ
ン
ゲ
ン
な

ど
の
豆
類
を
は
じ
め
、
ネ
ギ
類
、
ウ
リ
類

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
様
々
な
作
物
の
種

子
を
食
害
し
ま
す
。
ま
た
、
定
植
時
の
幼

苗
の
根
茎
部
に
侵
入
し
、
食
害
し
ま
す
が

食
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
腐
敗
・
枯
死
し

ま
す
。　
　

　

食
害
は
白
〜
黄
白
色
の
幼
虫
（
ウ
ジ
虫

：
五
〜
六
㎜
）
に
よ
る
も
の
で
、
キ
ュ
ウ

リ
の
胚
軸
や
主
根
を
中
心
に
二
十
五
〜

四
十
匹
、
タ
マ
ネ
ギ
で
は
茎
盤
部
か
ら
球

内
に
三
匹
く
ら
い
潜
り
込
ん
で
い
る
た
め

発
見
し
に
く
い
で
す
。
な
お
、
ネ
ギ
類
に

は
タ
ネ
バ
エ
と
近
縁
の
タ
マ
ネ
ギ
バ
エ
が

寄
生
し
ま
す
（
写
真
）。

Ｑ 

タ
ネ
バ
エ
の
生
態

Ａ 
産
卵
場
所　

タ
ネ
バ
エ
の
成
虫
は
イ

エ
バ
エ
を
小
さ
く
し
た
よ
う
な
姿
で
、
年

五
〜
六
回
発
生
し
、
蛹
・
幼
虫
・
成
虫
で

越
冬
し
ま
す
。
四
月
上
旬
か
ら
羽
化
し
、

畑
に
飛
来
し
ま
す
。
成
虫
は
未
熟
堆
肥
を

は
じ
め
鶏
フ
ン
、
油
カ
ス
や
ぼ
か
し
肥
な

ど
の
有
機
物
の
腐
っ
た
臭
い
の
す
る
畑
に

集
ま
り
、
作
物
の
地
際
の
茎
葉
部
や
土
壌

表
層
に
産
卵
し
ま
す
。
孵
化
幼
虫
は
腐
植

質
ま
た
は
種
子
や
根
部
を
食
害
し
ま
す
。

老
熟
す
る
と
食
害
し
た
種
子
や
作
物
か
ら

離
れ
、
そ
の
近
く
の
土
中
で
蛹
化
し
ま
す
。

　

写
真
の
キ
ュ
ウ
リ
は
魚
カ
ス
、
タ
マ
ネ

ギ
は
発
酵
鶏
フ
ン
の
施
用 

（
置
き
肥
）
が

誘
引
の
原
因
物
質
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

タ
ネ
バ
エ
は
低
温
適
応
性 

（
生
育
適
温

は
十
五
〜
二
十
℃
）
の
害
虫
で
春
と
秋
に

多
発
し
ま
す
。
夏
、
タ
ネ
バ
エ
は
成
虫
で
、

タ
マ
ネ
ギ
バ
エ
は
蛹
で
夏
眠
す
る
た
め
両

種
と
も
一
時
的
に
激
減
し
ま
す
。

生
活
環　
﹇
卵
期
間
﹈
卵
の
期
間
は
非
常

に
短
く
、
十
五
℃
以
上
で
あ
れ
ば
一
〜
二

日
程
度
で
孵
化
し
ま
す
。

﹇
幼
虫
期
間
﹈
幼
虫
の
期
間
は
温
度
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
二
十
℃
で
約
十
日
間

で
す
。温
度
が
低
い
と
幼
虫
期
間
は
長
く
、

高
温
で
は
短
く
な
り
ま
す
。

﹇
蛹
期
間
﹈
蛹
の
期
間
は
二
十
℃
で
約
十

三
日
間
で
す
。
温
度
が
高
い
と
短
縮
さ
れ

ま
す
が
、
羽
化
率
は
低
下
し
ま
す（
※
図
）。

Ｑ 

被
害
軽
減
対
策

Ａ 

タ
ネ
バ
エ
の
生
態
的
特
徴
は
、
①
成

虫
は
臭
い
に
誘
わ
れ
て
く
る
、
②
被
害
を

与
え
る
ス
テ
ー
ジ
は
幼
虫
の
み
、
③
幼
虫

期
間
は
二
週
間
程
度
と
比
較
的
短
い
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

耕
種
的
防
除　

㋐
前
作
野
菜
の
残
渣
は
、

早
め
に
圃
場
外
に
持
ち
出
す
か
鋤
き
込
ん

で
分
解
を
促
し
ま
す
。
㋑
堆
肥
や
発
酵
鶏

フ
ン
、
魚
カ
ス
な
ど
臭
い
の
強
い
有
機
質

肥
料
は
、
播
種
や
定
植
作
業
の
二
十
日
前

ま
で
に
施
用
し
、
直
ち
に
鋤
き
込
み
ま
す
。

な
お
、
有
機
質
肥
料
を
追
肥
に
置
き
肥
す

る
と
、
臭
気
で
タ
ネ
バ
エ
を
誘
引
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

 

ポ
イ
ン
ト 　

畑
に
産
卵
さ
れ
た
卵
が
蛹

に
な
る
頃
に
、
播
種
や
定
植
作
業
を
行
い

ま
す
。

薬
剤
防
除　

㋐
卵
の
孵
化
は
土
壌
の
中
な

の
で
、
播
種
や
定
植
作
業
時
に
薬
剤
を
施

用
し
ま
す
。
イ
ソ
キ
サ
チ
オ
ン
粉
剤 

（
カ

ル
ホ
ス
粉
剤
）
や
同
粉
粒
剤 

（
カ
ル
ホ
ス

微
粉
剤
Ｆ
）、
ま
た
は
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒

剤
を
播
種
時
に
散
布
し
て
土
壌
と
混
和
し

ま
す
。
タ
マ
ネ
ギ
バ
エ
で
は
定
植
前
に
カ

ル
ホ
ス
乳
剤
を
育
苗
箱
に
土
壌
潅
注
し
ま

す
。
㋑
薬
剤
施
用
に
当
た
っ
て
は
、
農
薬

登
録
・
安
全
使
用
基
準
を
厳
守
し
ま
す
。

 

ポ
イ
ン
ト 　

蛹
化
が
遅
れ
た
幼
虫
に
よ

る
被
害
を
薬
剤
で
防
除
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。

※ 

新
潟
県
農
林
水
産
業
研
究
成
果
集 

（
Ｈ
21
）

　

 

か
ら
作
成

射手座
11/23～12/21

【全体運】仕事を早めに済ませ、落ち着いたひとときを過ごすのに向いています。好きなことに、じっくり打ち込んでみて
【健康運】生活のリズムが乱れやすいので、ご用心　　【幸運を呼ぶ食べ物】ユリ根

図　耕種的防除のイメージ

Q

A＆

園
芸
相
談

園
芸

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く

営
農
指
導
担
当

 

山 

辺  　

守

堆肥・有機質
資材の施用

［飛来と産卵期間］
《数日間》

［卵期間］
《1～ 2日間》

［幼虫期間］
《10日間》

［蛹期間］
《13日間》

［成虫期間］
《15～ 60日間》

タネバエの
飛来と産卵

被害が出やすい時期（播種・定植不可） 被害が少なくなる時期
（播種・定植適期）

孵化
　　幼虫 蛹 成虫

写真　タネバエの食害

★
長
年
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
「
野
菜
作

り
Ｑ
＆
Ａ
」
の
連
載
を
終
了
し
、
今
月
号
よ

り
新
コ
ー
ナ
ー
「
園
芸
相
談
Ｑ
＆
Ａ
」
の
連

載
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

胚軸

主
根

右：キュウリのタネバエ幼虫
左：タマネギのタマネギバエ幼虫



の
運勢
１月

13

山羊座
12/22 ～ 1/19

【全体運】新しいことをスタートさせるのに最適。温めているプランがあるなら、ぜひ実行に移して。積極性が幸運の鍵に
【健康運】ストレッチなどの運動が好調の呼び水に　　【幸運を呼ぶ食べ物】フグ

　

現
在
、
日
本
の
農
業
の
多
く
は
高
齢

者
が
担
っ
て
い
ま
す
。
農
業
機
械
化
も

進
み
、
高
齢
者
が
機
械
を
扱
う
こ
と
も

多
く
な
っ
て
き
て
高
齢
者
の
事
故
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
特
に
こ
れ
は
八
十
歳

以
上
に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
般
の
農
作
業
の
場
合
、
肥
料

な
ど
の
重
量
物
の
運
搬
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
二
十
㎏
の
肥
料
袋
を
一
輪
車
か

ら
降
ろ
そ
う
と
し
て
転
倒
し
、
背
骨
の

圧
迫
骨
折
を
起
こ
し
た
六
十
二
歳
の

女
性
の
例
が
あ
り
ま
す
。
通
常
「
人

力
だ
け
で
取
り
扱
う
場
合
は
、
体
重
の

四
十
％
以
下
、
さ
ら
に
女
性
の
持
ち
上

げ
能
力
は
男
性
の
六
十
％
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
十
㎏
の
肥
料
な
ら
ば
小
分

け
に
し
て
袋
に
入
れ
直
す
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

高
齢
者
の
農
作
業
で
は
、
滑
っ
て
転

倒
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
頭
を
保
護

す
る
た
め
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
滑
ら
な
い

安
全
靴
を
着
用
す
る
の
が
望
ま
れ
ま

す
。
こ
れ
は
農
作
業
時
の
最
低
の
ス
タ

イ
ル
で
す
。

　

さ
ら
に
果
樹
農
家
で
は
、
高
所
作
業

が
多
く
な
り
ま
す
。
脚
立
や
は
し
ご
か

ら
の
転
落
事
例
は
多
く
あ
り
ま
す
。
農

作
業
現
場
で
は
、
き
ち
ん
と
し
た
水
平

面
に
脚
立
を
設
置
で
き
る
場
面
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
で
こ
ぼ
こ
が

あ
り
、
四
脚
、
あ
る
い
は
三
脚
の
全
て

を
同
一
平
面
に
置
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
産
業
衛
生
の
分
野
で

は
、「
一
ｍ
 は
一
命
（
い
ち
め
い
）
取
る
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
わ
ず
か
一

ｍ
の
高
さ
か
ら
の
落
下
で
も
一
命
を
失

う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

最
近
は
機
械
化
に
よ
る
事
故
も
増
え

て
い
ま
す
。
最
も
多
い
の
は
草
刈
り
機

に
よ
る
も
の
で
、
次
い
で
ト
ラ
ク
タ
ー
、

軽
ト
ラ
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
順
で
す
。
高
齢
者
は
こ
の
よ
う

な
農
機
具
を
使
用
す
る
と
き
は
、
万
一

の
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
ど
ん
な
に
近

い
場
所
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
携
帯
電
話

を
携
帯
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
服
装
の
こ
と
で
す
が
、
手

拭
い
を
腰
に
ぶ
ら
下
げ
た
り
、
首
に
巻

か
な
い
こ
と
。
つ
ま
り
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
た

物
が
あ
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
農
機

具
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
大
け
が
を
す
る

こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

秋
ま
き
で
育
て
て
き
た
苗
物
に
は
水

や
り
を
し
ま
す
が
、
ま
だ
地
上
部
に
顔

を
出
し
て
い
な
い
球
根
類
も
、
土
の

中
で
は
盛
ん
に
根
を
活
動
さ
せ
て
い

ま
す
の
で
、
水
や
り
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
。
土
の
表
面
が
白
く
乾
い
て
き
た
ら
、

た
っ
ぷ
り
と
や
っ
て
お
き
ま
す
。
午
前

中
の
気
温
が
上
が
る
こ
ろ
に
、
や
っ
て

お
く
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

真
冬
の
花
壇
の
作
業
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
に
花
壇

の
土
の
若
返
り
作
業
と
今
年
の
花
壇
づ

く
り
の
構
想
を
練
っ
て
お
く
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　

花
壇
の
若
返
り
作
業
は
、
春
咲
き
草

花
の
苗
や
球
根
な
ど
の
植
わ
っ
て
い
な

い
、
空
い
た
花
壇
を
深
く
打
ち
起
こ
す

も
の
で
す
。
深
さ
三
十
㎝
ほ
ど
に
ス

コ
ッ
プ
や
く
わ
で
深
い
所
の
土
を
掘
り

起
こ
し
、
表
面
の
土
を
ひ
っ
く
り
返
し

て
下
層
に
し
て
や
る
の
で
す
が
、
か
な

り
の
重
労
働
で
す
か
ら
、
作
業
の
少
な

い
時
期
に
、
少
し
ず
つ
進
め
た
い
も
の

で
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
下
層
の
土

が
冬
の
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
酸
素
を
含

み
、
ま
た
土
中
に
潜
ん
で
い
る
病
害
虫

に
太
陽
光
を
当
て
て
、
密
度
を
減
ら
す

効
果
も
狙
い
ま
す
。
天
地
返
し
と
か
寒

ざ
ら
し
と
も
い
い
ま
す
。
打
ち
起
こ
し

た
後
は
、
消
石
灰
を
ま
い
て
お
き
ま
す
。

酸
性
土
壌
の
矯
正
の
た
め
で
す
。
雑
草

の
根
は
取
り
除
い
て
お
き
た
い
の
で
す

が
、
土
そ
の
も
の
は
、
こ
の
ま
ま
置
い

て
お
い
て
、
次
の
種
ま
き
作
業
、
定
植

作
業
の
準
備
の
と
き
、
細
か
く
砕
き
ま

す
。

　

花
壇
づ
く
り
の
構
想
を
練
っ
て
お
く

と
、
適
期
の
作
業
実
行
に
役
立
ち
ま
す
。

こ
れ
も
比
較
的
暇
な
と
き
に
や
っ
て
お

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
何
月
に
は
こ
の

花
、
翌
月
に
は
あ
の
花
と
い
う
、
お
よ

そ
の
開
花
期
を
並
べ
て
、
年
間
の
花
暦

を
作
り
、
種
ま
き
ど
き
を
添
え
書
き
し

て
お
い
て
、
園
芸
店
や
Ｊ
Ａ
、
ま
た
、

種
苗
会
社
の
通
信
販
売
で
種
子
を
求
め

て
用
意
す
れ
ば
、
作
業
が
遅
れ
ず
に
進

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

菊
は
、
霜
よ
け
を
す
る
、
好
天
の
日

中
に
は
よ
く
日
に
当
て
る
な
ど
の
冬
至

芽
の
管
理
が
中
心
で
す
が
、
水
不
足
で

枯
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

な
水
や
り
が
大
切
で
す
。

こ
の
時
期
、
年
間
計
画
に
思
い
巡
ら
せ
よ
う

高
齢
者
の
農
作
業
は
こ
こ
に
注
意

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長 

松
島　

松
翠

早
川　

京
子

四
季
の
花
づ
く
り

健
康
百
科
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の
運勢
１月 水瓶座

1/20 ～ 2/18

【全体運】サービス精神を示すことで、身近な人との仲が、より好転。円満な人間関係を築けます。温泉も幸運の呼び水に
【健康運】小まめに動いた方が心身とも開放感あり　　【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ

 

石
本
よ
し
一 

選

題
「
男
」

● 

秀長
男
も
長
女
も
み
ん
な
遠
い
町

 

田
中　

介
之
（
上
田
名
）

● 

佳
作

男
な
ら
泣
い
て
は
駄
目
と
子
を
育
て

 

藤
沢　

充
子
（
瓜　

生
）

髭
剃
っ
て
見
直
し
ま
し
た
男
前

 

二
羽
ト
モ
子
（
南
中
条
）

こ
の
天
気
あ
の
人
き
っ
と
雨
男

 

洞
庭　
　

泰
（
川　

尻
）

夫
留
守
ぐ
ち
と
ラ
ン
チ
の
女
子
会
へ

 

松
田　

妙
子
（
浅　

田
）

火
と
燃
え
て
添
う
た
貴
男
に
く
た
び
れ
る

 

古
林　

照
子
（
長
柄
町
）

● 

入
選

農
に
生
き
男
の
力
大
地
萌
え

 

前
山
優
美
子
（
太　

田
）

脱
輪
を
男
の
力
引
き
上
げ
る

 

加
藤　

秀
子
（
五
反
田
）

今
の
世
は
男
女
が
ま
る
で
逆

 

勝
泉
と
き
子
（
清　

水
）

肩
書
き
は
表
札
一
枚
古
希
男

 
杉
本　

広
木
（
木　

津
）

老
に
夢
く
れ
る
曾
孫
は
二
男
坊

 

沢
野
し
げ
代
（
木　

津
）

騎
馬
戦
で
凜
々
し
い
姿
男
の
子

 

越
野　
　

香
（
二
ツ
屋
）

初
孫
が
嬉
し
い
元
気
な
男
の
子

 

小
島　

隆
子
（
平　

野
）

伊
達
男
齢
を
重
ね
て
い
ぶ
し
銀

 

村
田　

由
枝
（
竹　

橋
）

男
だ
ね
泣
い
た
ら
あ
か
ん
母
の
声

 

𠮷
本　

成
子
（
気　

屋
）

男
ぐ
つ
二
足
並
べ
て
母
子
家
庭

 

福
田　

貞
子
（
岩　

崎
）

男
の
子
一
人
は
生
ん
で
見
た
か
っ
た

 

長
谷　

豊
枝
（
牛　

首
）

秋
祭
り
男
衆
の
心
意
気

 

加
藤　

初
美
（
牛　

首
）

男
の
子
生
ま
れ
次
は
と
期
待
さ
れ

 

竹
田　

盈
子
（
緑
が
丘
）

チ
ー
ム
力
男
の
見
せ
場
世
界
沸
く

 

亀
田
佐
智
子
（
浅　

田
）

イ
ケ
メ
ン
に
席
譲
ら
れ
て
胸
躍
る

 

河
合　

雅
子
（
津　

幡
）

初
挑
戦
男
爵
い
も
が
食
卓
に

 

澤
本　

昭
子
（
内
日
角
）

男
結
び
垣
根
を
仕
切
る
畑
境
い

 

小
山　

紀
子
（
高　

松
）

旦
那
逝
き
重
い
ハ
ン
ド
ル
渡
さ
れ
る

 

善　

す
ず
え
（
川　

尻
）

評　

四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
我
が
国
は
、
春
に

は
若
芽
が
萌
え
、
秋
に
は
紅
葉
が
美
し
い
。

　

こ
の
美
し
い
田
園
風
景
を
大
切
に
し
た
い
と
、
政

治
家
も
叫
ぶ
。
し
か
し
、
今
や
長
男
も
長
女
も
村
を

離
れ
て
町
で
働
い
て
い
る
。

　

田
畑
を
守
っ
て
い
る
の
は
、
先
の
短
い
老
人
ば
か

り
で
あ
る
。
老
農
の
悩
み
は
深
い
。

　

老
人
だ
け
で
、
日
本
の
美
し
い
田
園
を
守
れ
る
だ

ろ
う
か
。
鼻
ぐ
す
り
で
は
、
日
本
の
農
村
を
守
れ
な

い
。

三
月
号
題 

「
共
」
三
句
マ
デ

●
締
切
り　
　
一
月
十
日
必
着

四
月
号
題 

「
学
」
三
句
マ
デ

●
締
切
り　
　
二
月
十
日
必
着

＜

投
句
先＞

〒
九
二
九
ー
〇
三
〇
八 

津
幡
町
菩
提
寺
ワ
三

 

石
本
よ
し
一　
宛　

※
投
句
の
際
、
住
所
・
氏
名
を
お
書
き
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

秀
の
作
品
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

川 

柳
川 

柳

　　毎日家族の食事を作っているので、リ
バノスの「ご飯をおいしく食事を楽しく」
を参考にしています。とても助かります。
柿・カボチャ・サツマイモのサラダ、おい
しかったです。 津幡町　小坂　光子
毎日家族の食事づくりお疲れ様です。献立
を考えるのも一苦労ですよね。今後もさま
ざまな料理を掲載していきたいと思います
が、ご自身自慢のレシピがございましたら、
ぜひ教えてくださいね。
　 　
　　初めてお便りしました。花が大好きで、
自分なりに育てて楽しんでいます。よその
お宅へ行った時も最初に花の話をするの
で、「花が好きな人ね」と言われ笑顔にな

ります。リバノスも毎月楽しみにしていま
す。 かほく市　鶴見　美智子
お便りありがとうございます。花が大好き
ということが伝わってきて、お花畑を連想
してしまいました。当誌の「四季の花づく
り」のコーナーを読んで、ますます花を好
きになっていただければ幸いです。

　　今年は白いゴーヤを作ってみました。
始めは木ばかり大きくなり、実が全然つか
なかったのが、遅れてたくさんなり、多く
の方におすそ分けしました。あまりにがく
なく「おいしかった」と喜ばれました。
 かほく市　出島　正子
「おいしい」と言ってもらえると、頑張って
作った甲斐があったと実感しますよね。次
回は今回以上に上手く作れるといいですね。
これからも野菜作りを楽しんでください。

　　３年前に植えたみかんの木に、今年初
めて８個のみかんが実りました。嬉しくて
毎日眺めています。だんだん黄色くなって
きてカラス、いのししなどの心配をし、網
やビニールをかけ、見るたびに数をかぞえ
ています。甘く、おいしくなーれ！
 津幡町　山本　節子

もうすぐ収穫できますね。次は、もっとた
くさん甘くておいしいみかんが実るといい
ですね。管理は大変かもしれませんが、頑
張って育ててくださいね。
　 　
　　年金友の会グラウンドゴルフ県大会、
楽しくプレーすることができ、ありがとう
ございました。 津幡町　水野　道代
県大会当日は、快晴で絶好のグラウンドゴ
ルフ日和でしたね。気持ちよくプレーでき
たのではないですか。今回は、当JAから
出場した多くの選手が入賞しました。次は
ぜひ入賞できるよう腕を磨き、また挑戦し
てくださいね。

　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面の
都合上、全員の方のお便りを載せることができない場
合もございます。ご了承下さい。実名で載せさせてい
ただいておりますが、匿名希望の方は明記してください。
お便りをお待ちしております。
＜お便りのあて先＞
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
 JA石川かほくリバノス編集局

お便りお便り
コーナーコーナー
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の
運勢
１月 魚　座

2/19 ～ 3/20

【全体運】周りから良い影響を受けられそう。一目置いている人のやり方や考えを参考にして。習い事に励むのも正解
【健康運】体力アップの好機。スポーツを満喫して　　【幸運を呼ぶ食べ物】カキ

❶❶❸❸

❷❷❹❹

漫
画  

ち
ゆ

　

第
七
回
津
幡
町
社
会
福
祉
大
会
が
十

月
十
六
日
、
津
幡
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
Ｊ
Ａ
石
川

か
ほ
く
助
け
あ
い
組
織
〝
に
っ
こ
り
百

彩
会
〞
は
、
津
幡
町
か
ら
依
頼
を
受
け
、

同
日
、
同
時
開
催
と
な
る
福

祉
ま
つ
り
で
飲
食
コ
ー
ナ
ー

に
出
店
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
今
や
津
幡
町
の

名
所
と
な
っ
て
い
る
河
合
谷

の
郷
即
売
所
の
一
端
を
担
う

協
力
会
員
の
お
手
伝
い
を
得

て
、「
ま
こ
も
入
り
炊
き
こ
み

ご
飯
」「
ち
ら
し
ず
し
」「
栗

入
り
み
た
ま
」
を
各
五
十

食
、
計
百
五
十
食
を
用
意
。

当
Ｊ
Ａ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ほ

く
の
里
」
の
応
援
を
バ
ッ
ク

に
、
開
始
と
と
も
に
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
、
す
ぐ
に
完
売
と

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ブ
ー
ス
の
ほ

か
に
も
、
地
域
の
福
祉
関
係
の
皆
さ
ん

の
顔
が
一
同
に
そ
ろ
う
出
店
ブ
ー
ス
が

並
び
、
会
場
内
に
大
き
な
呼
び
声
と
笑

い
声
が
響
く
中
、
地
域
の
福
祉
に
貢
献

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
の
敬
意
を

表
す
る
か
の
様
に
、
き
れ
い
に
澄
ん
だ

青
空
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
〝
に
っ
こ
り
百
彩
会
〞
は
、

豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
、
食
の
安
心
・
安
全
に
よ

る
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
百
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
践
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　

に
っ
こ
り
百
彩
会
事
務
局

 

緑　
　

真
澄　

だより

福祉のネットワークを
ひろげよう

住民らと収穫祭りを楽しむ
　河合谷ふれあいセンターで11月15日、河合谷の郷収穫祭りが開かれました。テントには多くの新鮮野菜がずら
りと並び、この他ホンモロコの揚げ物、イワナの炭焼きなどが販売されました。また、来場者はめった汁や河合谷
でしか食べられないという白小豆ぜんざいに舌つづみをうち、ほくの里も来場者と一緒に祭りを楽しみました。

こ
れ
は
良
い
稽
古
に
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クロスワード
クイズ頭の体操？

11月号クイズ当選者P R E S ENT

第８回 理事会だより 平成27年11月27日（金）開催

１　新年に寺社へ出掛けて済ませま
す

２　ドライバーで締める物
３　解答用紙の──を文字で埋めた
４　年表を見ると概要がつかみやす
いかも

６　騎手が馬に入れる物
９　サハラ、ゴビ、タクラマカンと
いえば

10　受話器を離さずに延々と続けま
す

11　自動車の燃料タンクが空っぽの
状態

13　──心頭に発する
14　父や母の、父
16　古い石碑に生えることもありま
す

二重マスの文字をA～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何でしょうか？

タテのカギ ヨコのカギQ

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326 津幡町清水チ329
　　　　　　JＡ石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　１月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス３月号

● 𠮷田留里子 さん
● 中川　美幸 さん
● 今村久二男 さん
● 根布　節子 さん
● 助実小十郎 さん

〈答え〉ツルシガキ

２　首に掛けるアクセサリー
５　髪はここを中心に渦巻きます
７　釣り人がじっと眺める物
８　安倍川にしますか、砂糖じょ
うゆで食べますか

９　色が白っぽい──そばは、ソ
バの実の中心部分をひいた粉
で作ります

11　屋外で写生するときの机代わ
り

12　CDとも呼ばれるコンパクト
──

14　腕まくりするとき折る物
15　イチかバチかの大きな──に
出た

16　土を盛って造った古代の権力
者の墓

17　ある限り全部の物

職員から
こんにちは !

金融部融資運用課 井上 正輝

明けましておめでとう
ございます
　金融部融資運用課ローン営業センターで融資業務を担当して
います井上です。
　皆さま、10月から「マイカーローン」・「教育ローン」のキャ
ンペーンを行っていることをご存じですか？最軽減
金利は固定金利1.5％、変動金利1.0％と大変お
得な金利となっています。卒業後新社会人と
なる方で、お車の購入を考えていませんか？ま
た、専門学校や大学に進学をされるお子さんは
いませんか？話を聞くだけという方でもかまい
ませんので、当ローン営業センターまたは
最寄りの支店へお気軽にご相談ください。
　これからも、皆さまのお役に立て
るよう精一杯がんばっていきますの
で、よろしくお願いいたします。

●審議事項
第1号議案 理事と組合との契約承認について
第2号議案 職制規程（職務権限表）の一部改正について
第3号議案 「個人情報保護・情報セキュリティに係る各種方針・規程」の設定等について
第4号議案 出資口数の減少について
第5号議案 学識経験監事及び員外監事推薦に対する意見聴取について
第6号議案 高松支店の移転について
第7号議案 高松支店駐車場賃借契約について
第8号議案 平成27年産大豆生産者支払概算金の設定について

●報告・検討事項
⑴ 総務管理委員会開催報告
⑵ 平成27年10月末事業実績について
⑶ コンプライアンス事項の報告について
⑷ 平成27年度上期監事監査報告について
⑸ 内部監査の品質評価報告について
⑹ 信用手数料減免対応について
⑺ 冬季賞与支給について
⑻ 津幡ＣＥ改修工事入札について
⑼ 半期情報の開示（ディスクロージャー）について
⑽ 平成27年産米の集荷状況について
⑾ 年末年始業務予定について
⑿ その他
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TEL 076－288－8400  FAX 076－288－7955

「今年も産直をよろしく
　お願いしますセール」として、
「今年も産直をよろしく
　お願いしますセール」として、

産直会員による

かほく
地域農業をもっと元気に!!

１月９日土
AM11：00ごろから

（なくなり次第終了）

 １月16日土 午前９時～午後３時
フリーダイヤル 0120-968-972
本店（　　 ）

高松支店  １月16日土 午前９時～午後３時
フリーダイヤル 0120-968-975

上記の金利は金融情勢等の変化により見直しをさせていただく場合があります。
ローン商品の詳しい内容については、店頭に説明書をご用意しておりますので、最寄り
の支店またはJA石川かほくローン営業センター（☎289-0234・http://www.is-ja.
jp/jabank/）にお尋ねください。

ローンのことならJAバンクへ

開催
日時

ご自宅の新築・ご購入・増改築、宅地購入（一定の基準有り）などや、他金
融機関からのお借換えのほか、マイカーローン・教育ローンなどのご相
談もお受けいたします。 【ご相談来場者には、粗品を進呈いたします】

住宅ローン相談会住宅宅ロローーンン相相談談会会住宅ローン相談会

JA住宅ローンとくとくプラン：固定変動金利選択型

1.1.1.1..2221.21.2
最大軽減金利

（基準金利：年2.8%）

当初10年固定金利

津幡・津幡東
支店合同

%% 0.0.0...0.77777.0.70.7
最大軽減金利

（基準金利：年1.8%）

当初３年固定金利

%%0000.... 5959995555950.950.95
最大軽減金利

（基準金利：年2.25%）

当初５年固定金利

%%

詳しくは、最寄りの支店または信用渉外担当者にお尋ねください



ＪＡネットバンク
サービス

個人ネットバンク 平成28年１月１日（金）は、パソコン・携帯電話・スマホ等を利用したすべてのサービスが
ご利用できません。

法人ネットバンク 平成28年１月１日～１月３日まで休止となります。

デビットカードサービス デビットカード機能がついたJAキャシュカードによるJ－Debit加盟店での代金決済は土、日、祝日は使えない時
間帯がありますので加盟店で確認願います。

■その他サービス�

■年末年始営業時間のご案内
年／月 日 曜日 本店・支店・農機センター

LPガスセンター
給油所 自動車

センター
配送
センター

JAグリーン�
かほく宇ノ気SS 津幡セルフSS 倶利伽羅SS

平成
27年
12月

23 水 休業 8：00～��
�18：00

7：00～��
�22：00

休業 休業 休業

8：30～��
�18：00

24 木
8：30～17：30

7：30～��
�19：30

8：30～��
�19：30

8：30～��
�17：30

8：30～��
�17：3025 金

26 土
休業

27 日 8：00～��
�18：00 休業 休業 休業

28 月

8：30～17：30 7：30～��
�19：30

8：30～��
�19：30

8：30～��
�17：30

8：30～��
�17：3029 火

30 水

31 木 休業 7：30～��
�18：30 休業 休業 休業 休業

平成
28年
１月

１ 金

休業 休業
8：00～��
�19：00

休業 休業 休業

休業

２ 土

３ 日

7：00～��
�22：00

４ 月

8：30～17：30 7：30～��
�19：30

8：30～��
�19：30

8：30～��
�17：30

8：30～��
�17：30

５ 火

６ 水

７ 木

８ 金 8：30～��
�18：00

■年末年始ATM営業のご案内
年／月 日 曜日 津幡支店 宇ノ気支店 高松支店 Aコープつばた店 イオンかほく店 内灘町役場

平成
27年
12月

28 月

8：00～21：00 8：00～21：00 8：00～21：00 8：00～21：00 9：00～21：00 9：00～18：0029 火

30 水

31 木 9：00～19：00※ 9：00～19：00※ 9：00～19：00※ 9：00～19：00※ 9：00～19：00※ 9：00～17：00

平成
28年
１月

１ 金
8：00～21：00 8：00～21：00 8：00～21：00 8：00～21：00 8：00～21：00 9：00～18：00

２ 土

３ 日 休　　止

４ 月
8：00～21：00 8：00～21：00 8：00～21：00 8：00～21：00 8：00～21：00 9：00～18：00

５ 火

※平成27年12月31日のＭICS、全国ネット、ゆうちょ銀行、セブン銀行、コンビニATMの提携利用は、17時までとなっております。


